
学術フロンティア「人獣共通感染症のサーベイランスと制御」  公開国際シンポジウム 

野野生生動動物物とと人人獣獣共共通通感感染染症症  －－人人とと動動物物のの共共生生ををめめざざししてて－－ 
  

           日 時   平成 20年 10月 27日 （月） 10：00－17：50 

           会 場   日本大学生物資源科学部 大講堂 (小田急江ノ島線 六会日大前駅より徒歩 5分) 

 

 

  10：00－10：05 公開シンポジウムの開催にあたって      研究組織代表  酒井 健夫 （日本大学） 

 

10：05－11：15  教育講演                             座長： 中西 照幸 （日本大学） 

                   自然界，野鳥，家禽，家畜と人のインフルエンザウイルスの生態 

                      －人獣共通感染症の克服を目指して－        

          喜田 宏 (北海道大学)  

 

                 シンポジウム 

 

  11：15－12：00                                                 座長： 湯川 眞嘉 （日本大学） 

                     動物由来スピロヘータ感染症、レプトスピラ症、 

                         ～野生げっ歯類、輸入動物の感染リスク～ 

            増澤 俊幸 （千葉科学大学） 

 

12：00－13：00                     －昼 食－                                           

 

  13：00－14：10                                                 座長： 丸山 総一 （日本大学） 

    アメリカにおける細菌性人獣共通感染症の病原巣としての野生動物  

                   Michael Y. Kosoy (アメリカ疾病予防センター，アメリカ合衆国) 

 

  14：10－15：20                                     座長： 泉對  博 （日本大学） 

            韓国における野生動物と腎症候性出血熱の歴史 

          Jin-Won Song (高麗大学，韓国) 

 

  15：20－15：50        －コーヒーブレイク－  ・  ポスター発表                                              

 

  15：50－16：35                                     座長： 池田 忠生 （日本大学） 

                     ブラジルの野生動物と家畜における狂犬病の実態 

                        伊藤 琢也 （日本大学） 

 

  16：35－17：45  

                     ヨーロッパにおける狂犬病     

                        Herve Bourhy (パスツール研究所，フランス) 

                                                 

  17：45－17：50    閉会の辞                       中西 照幸 （日本大学）  

 

  18：00-        懇親会 


